二枚の絵札　――伊勢物語かるたをめぐって―― by 藤島 綾
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二枚の絵札（藤島） 
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二枚の絵札（藤島） 
























































































才気煥発な人であったらしく、 『当家雑記』 は の利発さを示す逸話を複数 き留めていて、 そ ひとつがこの歌がるた考案に関するものである。記事には、歌がるた 考案し 秀岳院が京に暮らすお万 贈ったとす が お万の上洛


































































語かるた」考―源氏絵の簡略化・抽象化・象徴化―」 （『奈良大学紀要』四一号、二〇一三年三月）が指摘する。もちろん、粉本を尊重 ながら描い と思わ る札 存在す 。粉本に対する姿勢はさまざまであることに注意しておか
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する特徴も存在す 。一番歌「春日野の若紫の摺衣し ぶの乱れ限り知られず」の札が、ほかの札と比べて華 かな札に仕上げられているのである。図１に掲出し 鉄心斎文庫かるたをはじめ、 図２の同志社大学かるたも同様である。鉄心斎文庫かるたは札の上方に銀砂子がふんだんに撒かれている。描 れている人物も景物も数 多く、それを濃彩で彩色しているため、視覚的に強い印象を受け また同志社大学か たは、複数種の金砂子が絹地 札一面に撒かれている。このような一番歌 華やかに仕立てるという特徴は、現在まで確認できた伊勢物語絵入りかるたの約半数に認めら るもの ある。それらは
 
 
図 1 伊勢物語かるた 
（鉄心斎文庫蔵 1） 
図 2 伊勢物語かるた 
（同志社大学図書館蔵） 



























社、二〇〇八年） 。吉海氏によると、これは、か たや 営業方針 よるも で、男性ゆえに地味になり ちな一番歌
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とではない。とくに伊勢物語の場合、最終歌は男の臨終の詠歌であり、目立つ札 これを避け の 当然である。②のように冒頭 ら二枚を装飾札にするのは、札順通り 穏当な措置と言えよう。それ 比べて注目さ るのは③の例である。
 
二枚の絵札（藤島） 






















































られるものである。しかしながら、 『闕疑抄』は江戸時代に数回にわたって刊行され おり、それによってこの和歌への高い評価は、堂上だけでなく、地下にもひろがっていっ と考えられる。
 
 
一方、それとはべつに、この和歌が謡曲の詞章にしばしば引用されてきたこと 見逃せな 。 りわけ「雲林院」
や「小塩」では業平が後シテとして登場する際 この和歌が謡われる。あ かも登場した後シテが業平であることを




















江戸時代 伊勢物語絵に多大な影響を与えた慶長一三年（一六〇八）刊嵯峨本伊勢物語とは違いが見られ、嵯峨本挿絵では屋敷 塀が「網代塀」に っ と ろ
延宝七年（一六七九）に江戸で刊行された菱川師宣画『伊
勢物語頭書抄絵入読曲』で、柴垣から垣間見る男の姿が描かれると（図３） 、貞享二年（一六八五）に出版さ た吉田定吉画『伊勢物語 など、柴垣の描写を持つ絵入り
板本が増えていく。かるたの一番歌の図様にはこのよう
二枚の絵札（藤島） 
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認められる。図４ ように男性二人を描いたものが複数存在するのである。 の場面 男性二人を描いた描写は、今のところ、絵入り板本には確認 き い。板本のこの場面には、物語本文に基づいて「板敷」 、 「一人の男」 、 「月」 、 「梅」を描く挿絵が付され のである（図５） 。調査対象を絵本や色紙、掛軸などへひ げてみても、 「板敷」 「一人 男」 「月」 「梅」で構成いる。それらがこの場面 描写 定型であったとい
 
図 3 伊勢物語頭書抄絵入読曲 
（東京都立中央図書館特別文庫室蔵） 
図 4 伊勢物語かるた 
（鉄心斎文庫蔵 1） 














びついていた可能性について触れた。 「雲林院」では、芦屋に住む公光が雲林院へ赴き、満開の桜のなか、夜、夢に現れた業平と対面し、伊勢物語の秘事を明かされる。ここで 、眠りに落ちた公光 枕元に、業平の霊が「月やあらぬ」歌を謡いながら現れ、二人が対面する。
 
 
図 5 伊勢物語頭書抄絵入読曲 
（東京都立中央図書館特別文庫室蔵） 
二枚の絵札（藤島） 





























































































図 7 演能図屏風（雲林院） 
（国立能楽堂蔵） 
二枚の絵札（藤島） 








図 8 伊勢物語男百首 
（鉄心斎文庫蔵） 
 
図 9 伊勢物語かるた 
(大牟田市立三池カルタ・歴史資料館蔵) 





































いくなかで、同志社大学か たは、ほ とは異なる特徴を備えている。数枚 絵札で『男百首』や『女百首』とは図
 
図 10 伊勢物語かるた 
（久保惣記念美術館蔵） 
図 11 伊勢物語かるた 
（鉄心斎文庫蔵 2） 
二枚の絵札（藤島） 





と「月」だった図様を、札制作の段階かあるいはそれ以前の粉本制作の段階で、わざわざ男二人 図様に変更したことが想定される。このように見てくると、さきに触れた対座する二人の男を描く構図 場面の描写 して意外 根強いものであったことがうかがえる。また、これらとはべつに、五番歌に屋内で二人の男が向かい合っ 座 描写を持つかるたがあるが
(図
13 )、こちらについては、二人の男




ころが、一つだけすべての札 共通す 構成要素 あそれは「梅」である。物語では、 「梅の花ざかり」に女と
 
図 12 伊勢物語かるた 
（同志社大学図書館蔵） 
図 13 伊勢物語かるた 
（鉄心斎文庫蔵 3） 
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五番歌には次第に「花」の描写こそが不可欠になっていったのだろう。それとともに、 「花」以外の構成要素については、柔軟になっ いったのではないだろうか。五番歌と「花」と 強い結びつきがどのような経緯で生じたかについ
 
図 14 伊勢物語かるた 
（鉄心斎文庫蔵 4） 
二枚の絵札（藤島） 
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ては、先にあげた「雲林院」などとの関
わりも見逃せないだろう。演能に際し















図 15 古今秀哥十首（『女学則』より） 
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伊勢物語が平安時代に成立して以降、人々はそれを絵画化し、本文を書写し、本歌とし、注釈し、芸能化してきた。












て『中村幸彦著述集』第一三巻（中央公論社 一九八四年）に再録。 『角川古語大辞典』第一巻（角川書店、一九八二年） 「うたがるた」項目に古例としてこの記事への言及がある。現在、 『当家雑記』については、九州大学附属図書館ホームページと国文学研究資料館「所蔵和古書・マイクロ／デジタル目録データベース」でデジタル画像を閲覧できる。
 
（
3）山口格太郎「日本のかるた」 （『古美術』六九、一九八四年） 、村井省 日本のかるたの流れ」 （『百人一首』 、
二枚の絵札（藤島） 
























































15） 「伊勢物語歌がるた小考」 （山本登朗編『伊勢物語享受の展開』 、竹林舎、二〇一〇年） 。伝本 ついても紹介し
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河田昌之氏、福田智子氏のご高配にあずかりました。記して深謝申し上げます。
 
・本稿は二〇一二年に関西大学で開催された絵入本ワーク
ショップⅤ（絵入本学会）で行った口頭発表をもとにその
後の知見を交えて成稿したものです。貴重な御教示、ご意見を賜った方々にあらためて御礼申し上げます。
 
・本研究はＪＳＰＳ科研費２４５２０２６１の助成を受けたものです。
 
 
 
